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２０２４年度あゆみ福祉会法人及び保育園事業計画 

 
１、保育園の運営 

 

（１）所在地  安来市穂日島町４２６番地１ 

 

（２）定員   ４０名 

  （内訳）※４月 1 日 現在  

年 齢 ０ 歳 児 １ 歳 児 ２ 歳 児 ３ 歳 児 ４歳以上児  計 

定 員  ６ 名  ６ 名  ６ 名    ８ 名  １４名 ４０名 

現 員  ３ 名  ７ 名 ４ 名   ８ 名  １９名 ４１名 

 ☆只今絶賛園児募集中！ 

 

（３）職員定数 

 

正規職員          ９名 

園   長          １名 

主任保育士          １名 

保 育 士          ６名 

調 理 員          ０名 

事務職員           １名 

パート職員          ８名 

 

保育士            ５名 

保育補助・調理・調理補助   ３名 

 

（４）職員名簿 

氏   名   資  格 備      考 

内 藤 明 子 初任所長研修了  

飛 田 恵 美 保育士資格 主任保育士 

吉 村 知 子    〃 １歳児担任＊未満児リーダー 

濵 﨑  聡    〃 ４歳児担任 

草 間 祐 人    〃 ５歳児担任＊以上児リーダー 

丸 山 美 能 里    〃 ０歳児担任 

細 田 佑 来    〃 ３歳児担任 

葦 原 結 衣    〃 ２歳児担任 

権 代 智 子    〃 代替・遅番・土曜保育担当※5 月末退職 

高 野 裕 子    〃 フリー（3 歳児以下担当） 
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前井出  薫     〃 0 歳児副担任、未満児担当 

小 西 ひより    〃 土曜保育担当 

石 田 陽 子 日商簿記検定２級 事務全般 

渡 邉 弘 美 管理栄養士資格 献立の作成  調理（パート） 

安 戸 智 恵 美 調理補助 調理補助（６H） 

漆 原 牧 子 調理師資格 調理補助 

土曜保育補助（８H） 

福 田 明 美 
 

夕方勤務 保育補助（２H） 

午後～保育補助（不定期） 

 

その他、安来市朝日町所在の杉原医院の杉原整医師を嘱託医とし、安来市伯太町安田１

６８７－１所在のベル歯科医院の鐘築剛歯科医師を歯科嘱託医とする。 

 

（４）事業開始年月日   平成１８年４月１日 

 

（５）保育を提供する日及び提供する時間 

  ①保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし、年末年始（１２月２

９日から１月３日）及び祝日を除く。 

  ②保育を提供する時間は、保育を必要とする時間に応じて「保育標準時間」か「保育

短時間」のいずれかの認定により保育時間が決まる。 

  「標準時間」利用 

   １日１１時間・週６日までの保育時間の必要な時間に利用できる。 

   １８：３０～１９：３０の間に利用する場合は延長保育となり、別途延長保育料が

派生する。 

  「短時間」利用 

   １日８時間・週６日までの保育時間の必要な時間に利用できる。 

   ７：３０～８：３０及び１６：３０～１９：３０の間に利用する場合は延長保育と

なり、別途延長保育料が派生する。 

 

 

 

２、保育理念 

  ・少人数の家庭的で温かい雰囲気の保育をめざします。 

  ・開かれた保育園として、保護者との信頼関係を築くよう努め、共に育ち合う 

   保育園をめざします。 
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３、保育目標 

（１）めざす子ども像 

・健康でたくましい子 

・友達とよく遊べる子 

・自分で考え行動できる子 

・色々なことに感動できる子 

○豊かな自然環境を生かし、乳幼児を心身共に健康で心豊かに育つよう保育する。 

○集団保育を通じて社会性を育み、それぞれの年齢や発達に即した成長をとげる

よう援助する。 

○子どもが自分で考え、判断するまで見守り、待つ保育を心がける。 

○味と質にこだわった給食で、乳幼児の時期からしっかり食べられる子どもを育

てる。 

 

（２）保育内容 

   ○豊かな自然を利用した散歩や外遊びでたくましい身体と豊かな感性を育てる。 

   ○発達に応じたマッサージやリズム運動で、しなやかな身体と心を育てる。 

   ○子どもの描く絵を、形で捉えず心の思いを表現する手段と捉え、子どもと絵を

介して対話することで、表現力や想像力を育てる。 

   ○子どもの自我や自主性を認めつつ、仲間との関係も大切にする自治組織の集団

を育てる。 

   ○何でもよく食べる意欲ある子どもに育てる。 

 

（３）懇談会の充実 

   ○各クラス懇談会のもち方を工夫し、保護者間の横のつながりを深める。 

   ○他のクラスの様子もわかるようにし、全体の連携を図るよう努める。 

 

（４）職員研修の充実 

   〇研修会や学習会に参加することによって、職員の自己研鑚を図り、資質の向上

に努める。 

   〇参加した研修会や学習会の報告をし合い、職員間で学びを共有するよう努める。 

 

 ＜今年度のおもな研修会＞（開催地・参加人数） 

      ５月    春の研修会（埼玉） 

   ６月    各年齢別部会（松江・１～２） 

   ７月～８月 全国保育合同研究集会(リモートによる参加)  

   ９月２８日・２９日  リズム研修と保育講座（講師；深野静子氏） 
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 ＜その他＞ 

 ・園内研修会    5 月 10 日（金）  絵の学習会 

 ・人権同和教育研修会  9 月 9 日（月） 上田稔枝先生 

 ・私立保育連盟の職員研修会（2～3 回予定） 

  

 

４、特別保育事業 

（１）低年齢児保育促進事業  乳児及び３歳未満児の健やかな成長と発達を保障する

よう努める。 

 

（２）延長保育促進事業       延長保育時間の保育を充実させる。 

 

（３）一時保育事業      地域を問わず利用者のニーズに応えるよう体制を整え

るよう努める。 

 

（４）地域特別活動事業    異年齢交流や地域の行事へ参加する。 

 

 ＊（４）については、状況により実施するか否か判断する。 

 

 

 

 ５、その他の事業計画 

〇園舎への侵入経路の整備についての検討  

〇畑作り 

 

（短期的事業） 

〇園庭整備 

・砂場の設営 

・遮光や雨除けの設置 

〇旧園舎の片づけ 

・蔵の備品整理 


